
  

 保健福祉部健康増進課 

事業費：28,600 千円 

 

 

  

感染症指定医療機関である霧島市立医師会医療センターにおいて、新型コロナウイルスを含む感染症の

医療業務に当たる医療従事者の安全を確保するとともに、院内感染を防ぐため、必要な医療機器を整備す

る。 

 

◎  超音波画像診断装置  

   一式 17,600 千円 

◎  ポータブルⅩ線装置 

   一式 11,000 千円 

 

  

 

事業概要 

事業費内訳 
 

医療スタッフの安全を確保し、院内感染を防ぐため、感染症患

者が来院した場合に、優先的に使用する医療機器を整備する。 

以下の医療機器を整備することで一般患者と感染症患者が医療

機器を併用することがなくなり、医療従事者による医療機器の消

毒作業等の負担減や一般患者への院内感染の防止が図られる。 

◎ 超音波画像診断装置  

◎ ポータブルⅩ線装置  

医療機器整備の内容 

市立医師会医療センター運営事業 
（感染症対応機器整備事業【病院事業会計】） 


